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６年生は恒例の卒業研究発表を行ってい
ました。６年生の卒業研究発表はこの
フェスタ終了後もつづきます。

フェスタは教室だけでなく校庭でも行わ
れていました。写真はなわとびができる
ようになったことを発表する 1 年生で
す。

打瀬小　チャレンジフェスタ

　打瀬小はチャレンジフェスタで、個人発
表と、グループ発表を学年ごとに体験させ
ています。１・４・６年生が個人発表で、2・
3・5 年生がグループ発表という構成です。
６年生は卒業研究ということで小学校での
学習の集大成になります。今回は１年生と
５年生をじっくりと見てきました。
　「できるようになったよ」というテーマ
で個人発表の１年生は、教室前方の発表ス
ペースで縄跳びやフラフープ、マット運動
など様々なパフォーマンスが繰り広げられ
ていました。縄跳びでは縄がひっかかって
しまうと「もう一度やります」と諦めずに
繰り返し頑張ります。心配そうに眺めてい
るお母さんたちの手元には招待状やプログ

ラムがありました。見せてもらったあんり
さんからの招待状はきれいに色が塗られ、
「たいそうでいっぱいれんしゅうしたので
さいごまでみてください」とていねいな字
でメッセージがありました。
　記者の隣で緊張ぎみに見ていたお母さん
のお子さんの番が来ました。りささんの折
り紙披露です。目の前で複雑な折り紙を説
明しながら作っていきます。あっという間
にとてもきれいなバラの花が出来ました。
「親もドキドキです」と無事に終わってほっ
と笑顔になっていました。
　次に参観した５年生は「気づこう！幸せ
の輪～福祉～」というテーマの学習発表。
３組の教室ではちょうど４人のグループが

視覚障がい者の仕事、施設、介護人など様々
な角度から調べた事柄を、プロジェクター
に資料を提示しながら説明していました。
原稿の棒読みではなく、聞き手をしっかり
見て「説明」しています。プロジェクター
の提示資料を替える役もいて、滞ることな
くチームワークばっちりでした。
　あるお父さんはインタビューに「息子が
司会をすることを今日知って驚きました。
秋頃から自宅のパソコンで調べ始めていま
したが、内容や言葉が大人用なので難しく、
自分なりにわかろうと格闘していました。
今年が一番研究らしくなり、これが卒業研
究につながるステップですね」。そして、お
母さんも「他のグループのいいところを見
つけて感想を言うのも上手になりました」
と子どもたちの心の成長もひしひしと感じ
ている様子でした。
　全ての発表が終わって出てきた生徒にど
んなところを頑張ったのか尋ねると「ゆっ
くり、はきはき、大きな声で発表！」「スピー
ドも調節したよ」「大切なところに線を引い
て工夫した」などと答えてくれたみんなは、
先ほどの緊張した面持ちとは違って達成感
にあふれていました。
　チャレンジという成長のステップを着実
に一歩上がったみなさん、新学年はもう目
の前。次はどんなことに挑んでいくのか楽
しみですね。
　
　

　２・３月は学年末です。学校は 1 年間の学習活動のまとめをする時期。打瀬小では毎年２月
中旬に、保護者が参観する中、全学年で「チャレンジフェスタ」と呼ばれる発表活動が行われ
ます。日頃マンションの通路で走り回って鬼ごっこをしている小学生たちは、学校でどんな学
びをしているのかな、そんな興味を抱いて２月１８日土曜日、学校に向いました。　【小原詠子】

福祉をテーマに発表をおこなった5年生の会場。発表者は一度も原稿をみることなく堂々
と発表を行うなど非常に質が高く、聞いている大人も緊張感につつまれて聞き入ってい
ました。

3 年生の発表（写真上右）を聞く保護者（写真上左）。チャレンジフェスタでは学年ごと
に発表形式が異なっていて、３年生はグループで研究した成果を発表していました。



　年明け早々、ゴミ収集が再開されたばか
りの１月５日（木）午前 11 時 36 分に、幕
張クリーンセンターの不燃ゴミ用のコンテ
ナから出火しました。今回は発見・消火が
早かったこともあり、輸送システムが重大
な損傷を受けることはありませんでした。
原因は特定されませんでしたが、焼け跡か
らガスライターやスプレー缶が発見されま
した。それらは本来有害ゴミとして分別さ
れるべきものです。
　不燃ゴミは各マンションの投入口に入れ
られたあと、空気輸送システムを通ってク
リーンセンターに集積され、それをまとめ
て処理場に運搬するという流れで処理され
ます。もし出火がその輸送管内であったら
被害が大きくなっていた可能性もありま
す。長期にわたる収集停止、ベイタウンの
地下に網の目のように広がる空気輸送シス
テムの修理もどのくらいの費用になるかは
予想もつきません。捨てた人は、一回ぐら
いと思っていたのでしょうが、取り返しの
つかない事態は往々にしてちょっとした気
の緩みから始まるものです。
　「空気輸送システムと聞くと、単なるパ

　合唱曲を決めるときは、候補曲を挙げて、
その中から選びました。私たち卒業式実行
委員は、自分の意見をしっかりと持って話
し合ったので、反対の考えが出てくること
もありましたが、「変わらないもの」「旅立
ちの日に」に決まりました。決まってから
は、みんなが心を一つに歌い上げようとい
う決意をもつことができました。

６年１組　沼口　未実

　私たち卒業式実行委員は、卒業式のクラ
イマックスにふさわしい呼びかけを考えま
した。６年間の思い出をギュッとつめこん
だ呼びかけにするため、クラスの友達に意
見をもらいながら話し合いを重ねました。
そして、私たちの小学校生活の思い出や父
や母への感謝の気持ち、在校生への思いを
つめこんだ呼びかけを作り上げることがで
きました。これからは、呼びかけの内容が
しっかりと伝わるように、練習をがんばっ
ていきます。

６年２組　中原　恋奈

　卒業式の練習では、一人一人が納得でき
る歌を決め、みんなが卒業生という自覚と
責任をもって行動しています。また、「姿勢
をくずさずイスに座る」「まっすぐ背筋を伸
ばして立つ」など、みんなに声をかけなが
ら、自分たちの卒業式に向けて、練習に対
して真剣に取り組んでいます。

６年３組　坂尻怜緒菜

イプのつながりというイメージでとらえて
しまいがちです。でも各マンションの投入
口の下や、地下に広がる空間の要所にある
様々な大型の機械が相互に作動してはじめ
て順調に輸送されます。この空気輸送シ
ステムを長く使っていくためにはそれらの
日常的なメンテナンスが欠かせず、かなり
の人手と費用がかかっていることを知って
いただくと大切に使ってもらえるでしょう
か」と取材を受けてくれたベイタウン協議
会ゴミ問題委員の小川さん、黒澤さん、湯
浅さんは語ってくれました。「他の地域に比

べて利便性の高いこのゴミ処理システムを
長く維持・稼働するために、皆できちんと
ルールを守っていきたいものです」
　ゴミ出しだけでなく生活全般のルールに
関する高い意識や配慮は、最終的には自分
たちの快適な生活を守ることにつながりま
す。今回の事故を今一度気を引き締める機
会にしたいものです。
　今回の取材で、ベイタウン協議会で昨
年「ごみ空気輸送システム維持管理連絡会」
が発足したことも知りました。ほとんどの
街区管理組合や住宅管理会社が加入し、市
からの連絡や各街区のゴミ処理態勢のあり
方、有効な管理例などの情報共有を目的と
しています。空気輸送システムを守るには
人や情報の横のつながりも大事です。そし
て今回の火災事故のような大事な情報が迅
速にあまねく住民に伝えられるようなシス
テムに進化していくといいですね。

10
子ども記者が伝える

美浜打瀬小　卒業式実行委員会

　美浜打瀬小学校では、児童自身の力で卒業式をより良いものにしていくため、現在「卒業式実
行委員」を立ち上げて卒業式に向けて準備をしています。今回は実行委員の中から３名の児童に、
どんな思いでどんな活動をしているか報告してもらいました。

　今、ゴミ空気輸送システムが使えなくなったらどうなるでしょうか。ゴミを毎日捨てられる
便利な生活がストップする、そんな事態につながりかねない事故が新年早々ありました。これ
は利用者として是非知っておくべきことと考え、ベイタウン協議会ゴミ問題委員会に取材しま
した。　【小原詠子】

ゴミ空気輸送システムで火災発生

発火したコンテナ内部（写真左）とゴミに混入していたスプレー缶（写真右）



　2 月 22 日の午後、美浜打瀬小のアリーナ
では５年生による「６年生を送る会」のリ
ハーサルが行われていました。
　この日は全学年がアリーナで順番にリ
ハーサルをやっていましたが、それぞれの
学年は別々に時間を区切ってアリーナを
使って行われていて、保護者にも公開され
ていました。ただ全学年の保護者を入れる
にはアリーナでは手狭なため見られるのは
自分の子どもの学年の演目だけということ
でした。
　しかし送る会の本番を見られるのは６年
生の保護者だけです。ということはこの日
のリハーサルは実質的には自分達の成果を
保護者に見せる最初で最後の機会になりま

　「ベイタウンにはいつまで住み続けられ
るのでしょう？　あと 30 年？ 50 年？　そ
れとも 100 年？」。
　２月 18 日（土）。ベイタウン・コア講習
室で開かれた「街の美しさを知ろう」と題
する小規模なフォーラムで話し合われた内
容です。この街ができた頃は建物も新しく、
「いつまで住み続けられるのか」などと考え
たこともありませんでしたが。最近になっ
て建物の劣化とともに、歩道のインター
ロッキングがはがされアスファルトになっ
ていたりするのを見るとこんな疑問が湧く
ようになりました。
　ベイタウンのようにほぼ同時期に建てら
れたコンクリートづくりの街はいつまで
街としての機能を果たすことができるの
でしょう。もし建物が劣化し、誰も住まな
くなったらこの街は廃墟になるのでしょう
か。100 年は無理でも数十年後にも輝く街
として若い世代を惹きつけ、子ども達が「故
郷」と呼べる街にすることはできないので
しょうか。
　街の将来を考えるとき、個々の番街の維
持管理とともに問題になるのが道路や公

す。
　保護者に見てもらうということもあって
か、合唱や演技などとても練習を重ねたよ
うすが伺える完成度の高いものでした。
　記者から見ると子ども達が真剣にやって
いる姿は微笑ましくもあり、よくやってい
ると及第点をあげたいところですが、先生
の目は厳しく、最初の挨拶からダメ出しの
連続。３度ほど繰り返してやっと OK が出
ました。１回目に比べると確かに良くなっ
ていて、指導する先生の力量にも関心しま
した。
　子ども達の送る会に取り組む姿勢はとて
も真剣で、あれだけ素直で純粋に堂々と演
技されるとこちらが恥ずかしくなるほどで

園、街灯や街路樹などの公共部分です。ベ
イタウンではこれらの公共部分は他の街よ
りもはるかに上質で機能の優れたものを採
用し、そのことが街の資産価値を高め、人
を惹きつける大きな要因になってきまし
た。電柱がなく広い歩道。統一感のある建
物と街路がつくる景観はベイタウンが人を
惹きつける最大の魅力です。
　しかしこれらの景観は年と共に劣化し、
街のあちこちでは雑草に覆われた街路樹の
根元や目立つことしか考えない看板が増え
てきました。このまま放置してベイタウン
が景観という魅力を失えば、もともと地
縁や歴史のない街からは人がいなくなりま
す。
　今回のフォーラムは街のマネージメント
を住民組織で行うことを目指して設立され
た「ベイタウン協議会」の景観委員会が問
題に対する答を探ろうと開催しました。
　この日参加したのは約 50 人。この種の
イベントとしては非常に多く、年代や性別
も様々でした。この問題への関心の高さが
伺えます。
　基調講演では千葉市で景観アドバイザー

す。感激しました。
　今日は美浜打瀬小の５年生だけでした
が、今のシーズンどこの学校でも卒業式と
送る会の練習が１日中つづいています。会
の取材のあと中学校の傍を通りかかると最
近の卒業式の定番「旅立ちの日に」の練習
をする声が３年生の教室から聞こえてきま
した。もうすぐ卒業式です。

をつとめる建築の専門家から今も色あせな
いベイタウンの建築界における先進性や評
価が紹介されました。特に通常のマンショ
ンに比べてベイタウンの建物は築後の資産
価値の落ち方が鈍いことや、欧米では管理
が行き届いた建物はヴィンテージハウスと
して不動産価値が高いと紹介されたことが
とても印象的でした。
　子ども達やさらにその子ども達の世代ま
で、この街を故郷として住み続けたいと願
うような街にするには街が景観という大
きな魅力を失わずにいることが大切です。
フォーラム後半の意見交換でもそのことが
大きく取りあげられていました。何世代に
もわたってこの街が輝き続けるためにいま
からできることは何か。フォーラムはこの
後も公民館講座として定期的に開催されま
す。　【松村】

学芸会は何処へ行った。
　この時期は年配の方に「学芸会」がな
つかしいでしょう。昔は小学校では学芸
会が定番でしたが、今は小学校で見かけ
ることはありません。代わって登場した
のが「６年生（３年生）を送る会」です。
記者はこれまで送る会はフォーマルな卒
業式に対する、少しくだけた卒業式の一
種だと思っていましたが、美浜打瀬小の
大野校長先生にお聞きしたところ、意外
にも送る会は学芸会が変化して広まった
ものとのことでした。
　学芸会は戦後すぐに小学校で日頃の教
育の成果を保護者に見せるための催しと
して行われたもので、内容も歌や劇が中
心でした。一方送る会も卒業生を送る会
として歌や演劇を練習して６年生に見せ
るための催しとして昭和 30 年終わり頃
から始まったようです。千葉市では登戸
小学校で昭和 39 年に行われたのが最初
とのことです。両者は内容が似ている上
に時期も近かったため自然に一体化した
ようです。つまり送る会は日頃の練習の
成果を保護者に見せる学芸会としての一
面もある訳ですね。

　今学期も後期に入り、卒業シーズンが近づいて来ました。ベイタウンの 4 つの小中学校で
も卒業式とともに在校生が６年生（中学では 3 年生）を送る会の準備に余念がありません。
合唱や劇など各学年でそれぞれ生徒と先生が一緒に卒業生を送る気持ちのこもった出し物を考
え、練習しています。フォーマルな卒業式に比べると少しくだけて楽しそうな送る会を美浜打
瀬小５年生に取材して来ました　【松村】

美浜打瀬小の「6 年生を送る会」リハーサル

ベイタウン協議会が小フォーラム開催



ベイタウンニュースに公告をだしませんか
　ベイタウンニュースは近隣の企業や商店からの広告費で運営され
ています。毎月ベイタウンの全戸に確実に情報が届きます。紙面へ
の掲載、チラシの挟み込みどちらにも対応しますので広告をお考え
の方、また広告主をご紹介いただける方は下記にご連絡ください。
TEL：043-211-6853、E-mail：mazmbtn@gmail.com（松村）

日時：3 月 25 日（土）午後 2:00 〜
場所：ベイタウン・コア　アトリウム（入口付近の空間）
出演：Jr コーラス・フェアリーズ
　昨年 12 月に開かれた第１回「アトリウム・コンサート」は盛
況でした。ホールという閉ざされた空間ではなく開放的な雰囲気
で、気軽にくつろげるアトリウム・コンサート。普段は図書館に
行くため素通りしていたアトリウムの賑やかな雰囲気に、つい本
を小脇に抱えたまま聴き入る親子連れの方もたくさんいました。
　コアをもっと身近なものにと願って開かれた第１回コンサート
の流れをそのまま引き継ぎ、第２回コンサートでは子どもたちに
人気の「ジュニア・コーラス・フェアリーズ」が登場します。お
子様連れでぜひおいでください。

　今年の「ベイタウンコア・フェスタ」は、11/4（土）、11/5（日）
の開催予定です。
　今年のフェスタのキャッチフレーズは「出会い　ふれあいコア
フェスタ」。今までのコアで活動するサークルの発表だけでなく、
この街の人、大人も子どももだれもが楽しいベイタウン秋の「文
化祭」にパワーアップします。
　コアフェスタ実行委員会はこれから半年をかけて楽しいフェス
タをつくります。ご期待ください。
お問合せ：打瀬公民館　コアフェスタ実行委員会事務局
TEL：296-5100

日時：2017 年 3 月 12 日 ( 日 )  13:30 開場、14:30 開演
場所： ベイタウンコア・ホール
 
プログラム ( 演奏順 ) ：
	 ブラームス  ハンガリー舞曲 19 番、4 番（ピアノ連弾）
	 ドビュッシー　弦楽四重奏曲 ト短調 Op.10
	 スメタナ  「わが祖国」よりモルダウ（ピアノ連弾）
	 ベートーヴェン  弦楽四重奏曲  第 13 番 変ロ長調  Op.130

　ベイタウンニュースでは記事を書いてくれる人を募集していま
す。中学生以上の方なら誰でも応募できます。資格は特にありま
せんが、毎月第１土曜日の午前中に行われるニュース配布の会に
参加できることが条件です。
参加資格：中学生以上。性別は問いません。
特定の政治・宗教、営利目的での広報を目的とする方は参加でき
ません。
連絡先：mazmbtn@gmail.com　松村（TEL：211-6853）

第２回　アトリウム・コンサートのお知らせ

コア・フェスタ　今年は 11/4（土）、11/5（日）に開催

第 12 回　幕張ベイタウン室内合奏団　演奏会

ベイタウンニュース記者を募集します

わくわくおはなし会　3月のおはなし会

　3 月のコア・イベント

第 158回ファツィオリの会（コア文化振興基金後援事業 )

日時：3 月 26 日（日）午前 9：30 ～ 11：30
場所：ベイタウン・コア音楽ホール
フルコンサ−トピアノ「ファツィオリ」の演奏や他の楽器の演奏、
声楽や合唱などに使って頂くことが出来ます。非公開でのご利用を
希望のときは、ご相談下さい。定員になり次第締め切らせていただ
きます。聴きに来て頂くのは、自由です。
最新の情報はhttp://www.baytown.ne.jp/core/ をご覧ください。
締切：3 月 19 日（日）　申込先：masamisato-utase@ezweb.ne.jp （佐藤）

日時：3 月 18 日　　第 3 土曜日
時間：午前 10：30 から
場所：ベイタウン・コア講習室
今月もわくわくするお話を用意してお待ちしています。
年齢制限はありません。絵本の好きな大人も子どもも来てね。
予約は不要です。読み手も募集中、見学大歓迎
ブログ更新中・見てね＊＊http://blog.livedoor.jp/chibawaku/
お問合せ先：chibawaku2@freeml.com

3 月 25日（土）寺子屋工作ランド

「レインボースコープ」をつくろう
日時：3 月 25 日　　第 4 土曜日　　9：30 〜 11:30
場所：ベイタウン・コア工芸室
にじ色の万華鏡みたいなふしぎなスコープ。なにが見えるかな。
持ってくるもの：はさみ、木工ボンド、きれいな千代紙
参加費：50円（保険料）

　ベイタウン・コアの音楽ホールに常設する練習用ピアノのご寄
付をお願いします。寄贈いただいた方には些少ですがお礼を差し
上げます。
　ベイタウン・コアは開館から 14 年。備品にも多くの故障や不
備が出てきました。そしてついには音楽ホールに常設のアップラ
イト・ピアノも不具合が散見されるようになりました。
　ピアノは本来公民館用に千葉市が備えるものですが、コア・ホー
ルでは演奏会用に Fazioli を購入したため練習用の常設ピアノは
開館当時の関係者から寄付されたものを千葉市の備品として使っ
ていました。
　練習用とはいえ、使用される頻度はFazioliよりもはるかに多く、
音楽系サークルではほんどが毎回の練習時にこのピアノを使用し
ます。
　今回は「サークル協議会」が寄贈の申し出のあったピアノを審
査・受領し、千葉市に寄付する形になります。寄付後は千葉市の
管理する備品となり、ピアノには寄贈された方のお名前を記載し
ます。
　ご家庭でご不要になったピアノをぜひコアのピアノとして残し
て下さい。
　お申し出締め切り：3 月 31 日。
　お問合せ：打瀬公民館　TEL：296-5100　村山（館長）
　

コア・ホールに練習用のピアノをお譲りください


